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（３）パンフレットの多言語化の状況 

平成 19年度に、英語、中国語、韓国語の３ヶ国語により、西大台利用調整地区の制度等に関す

る普及啓発リーフレット（Ａ４版、３つ折り）を作成し、配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        英語版                     中国語版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国語版                   

                 



 1 

東大台における携帯トイレブース等の設置に関する検討について 

 

１．大台ヶ原におけるトイレ整備の現状 

大台ヶ原周辺では、山上駐車場において、下図の２ヶ所のトイレが整備されている。 

また、西大台では、開拓跡に仮設の携帯トイレブース（２室）が毎年設置されている。 

 

表１ 大台ヶ原駐車場のトイレの概要 

ト

イ

レ

１ 

平成６年３月築 

男子トイレ 和１ 小２ 

女子トイレ 和３ 

 

ト

イ

レ

２ 

平成 13年 11月築 

男子トイレ  和２ 洋１ 小７ 

女子トイレ  和６ 洋１ 

多目的トイレ 洋１ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．東大台におけるトイレ整備に対する要望 

前回の協議会において、東大台に関して、１周４時間程度の行程となるため、尾鷲辻において

簡易トイレ（携帯トイレブース）を設置してはどうかとの意見が出された。 

また、本年度、大台ヶ原の利用者に対するアンケートを実施し（回答数 114）、「大台ヶ原の魅

力を向上するために必要なサービス」について質問したところ、「トイレの整備」（28.1％）を求

める人が最も多かった。 
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図２ 大台ヶ原の魅力を向上するために必要なサービス 

西大台の携帯トイレブース 

図１ 大台ヶ原駐車場周辺 
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また、同アンケートで、「大台ヶ原の利用に関する改善点や課題」に関する自由記述を求めたと

ころ、トイレの整備に関して以下のような意見が出された。 

 

表２ 大台ヶ原の利用に関する改善点や課題（自由記述のうちトイレに関する意見） 

１周４時間程度かかるので有料でいいからトイレを設置してほしい。 

せめて１箇所でもいいのでトイレを設置してほしい。 

トイレがもっとあればいいと思った。 

トイレが登山道の途中にあればうれしい。 

トイレは必須だと思う。特に女性には。 

所要時間から考えてもトイレがないことが不便だと思う。 

設置場所の検討が難しいが、駐車場以外にトイレを設置してほしい。 

駐車場にあるトイレを洋式にしてほしい。 

登山道途中にトイレを設置してほしい。 

特に女性は、寒いとどうしてもトイレに困る。 

 

 

３．トイレの規模に関する検討 

 東大台の利用者数に基づいて、以下のような試算を行った結果、尾鷲辻にトイレを設置すると

仮定した場合、必要なトイレの規模は、２穴、6.6㎡ 程度と考えられる。 

 

＜トイレの規模に関する試算＞ 

○尾鷲辻の年間利用者数 

  ・東大台年間入山カウント数（H17～21平均）＝52,533 

  ・東大台年間入山者数＝東大台入山カウント数×100/75 

＝70,044 

※H21の目視調査よりカウンターの記録率を 75％と仮定した。 

  ・尾鷲辻年間利用者数＝東大台入山者数×80/100 

            ＝56,035 

    ※H25 の大台ヶ原の利用ルートに関するアンケート調査の結果より、尾鷲辻の利用率を

80％と仮定した。 

 

○尾鷲辻の最大日利用者数 

 ・最大日利用者数＝年間利用者数×季節型最大日率  

        ＝56,035×1/60 

        ＝934 

     ※季節型最大日率は、３季型（春・夏・秋）とし、環境省自然公園等施設技術指針（H25.7）

のデータより、1/60 と仮定した。 
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○最大時利用者数 

・最大時利用者数＝回転率×最大日利用者数 

          ＝1/7×934 

          ＝133 

※回転率は、尾鷲辻の平均滞在時間を 20分と仮定し、環境省自然公園等施設技術指針

（H25.7）に従い、回転率を 1/7とした。 

 

○トイレの規模 

  ・穴数＝最大時利用者数×便所利用率（1.25％） 

     ＝133×1.25/100 

     ＝1.7 

  ・施設規模＝穴数×3.3㎡ 

       ＝2穴×3.3 

       ＝6.6 ㎡ 

 

４、東大台におけるトイレ対策の方向性 

東大台は、吉野熊野国立公園の中でも核心的な自然環境を有する地域であり、自然環境や景観

に影響を与えるおそれのある施設の整備は避けるべきである。 

その上で、東大台におけるトイレの問題を解消するため、関係機関の連携・役割分担のもと適

切な管理・運営ができることを前提に携帯トイレの活用および仮設的な携帯トイレブースの設置

に向けて検討してはどうか。 

また、設置場所としては、下図の尾鷲辻を候補としてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中道（至駐車場） 

正木峠・日出ヶ岳方面 

牛石ヶ原・大蛇嵓方面 尾鷲道 
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図３ 尾鷲辻周辺の状況 

４．携帯トイレの導入に関する留意点 

・携帯トイレについては、一部の地域では積極的に普及が進められ、成果をあげている。一方、

ほとんど使われなかったり、使用済み携帯トイレを登山道周辺に捨てられるといった新たな問

題を生むおそれもある。 
 
・携帯トイレの導入・普及を進めるためには、広く登山者の理解が得られるとともに、利用者が

携帯トイレを入手しやすく、使いやすく、捨てやすいという条件を満たす必要がある。東大台

の場合、日帰り登山が主で、使用済みトイレをその日のうちに処分できることや、駐車場での

回収が比較的容易であることから、携帯トイレの導入は有効と考えられる。 
 
・携帯トイレの導入に当たっては、携帯トイレの配布・回収、携帯トイレブースの清掃管理など

の維持管理が必要であり、そのためには、地域の関係団体、自治体等が一体となった維持管理

の体制づくりが必須。 
 
■西大台における携帯トイレブースの維持管理の状況 

・西大台では、開拓跡に携帯トイレブース（２室）を設置し、地域の NPO団体が維持管理を実施。 

・年間の利用者数は 300～400人程度。 

・維持管理の頻度は１週間に１回程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携帯トイレ利用ガイド（利尻山） 
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参考 携帯トイレの実施事例 

（１）早
は や

池
ち

峰山
ね さ ん

（岩手県・早池峰国定公園） 

・早池峰山では、平成元年頃から登山者数の増加による山頂トイレの整備が課題となっており、

岩手県はバイオトイレ整備の検討を行ったが、地元自然保護団体等による反対意見もあり、整

備には至らなかった。 

・平成 14年からは、グリーンボランティア、県職員によるし尿の担ぎ下しと携帯トイレの普及に

向けた取組を経て、平成 21 年に「携帯トイレデー」がスタートした。指定日の午前 8時から午

後 1時までは山頂トイレを携帯トイレブースとしてのみ使用を可能にしている。 

・年間の実施日は平成 21 年度（2 日間）、平成 22 年度（7 日間）、平成 23 年度（30 日間）、平成

24 年度（121 日間）としており、現在はシーズン中ほとんどの期間で山頂トイレは携帯トイレ

ブースとして利用されている。 

・携帯トイレの販売は山域の休憩所、山頂避難小屋等３箇所の有人施設で行われる。加えて３箇

所に無人販売箱も設置されている。 

・回収は登山口４箇所に設置された回収ボックスにより行われる。 

・岩手県自然保護課によるアンケート調査によると、８割以上の利用者は携帯トイレを使用して

も良いと回答しており、おおむね理解を得られている。 

 

＜早池峰山の登山コース＞ 

・河原の坊コース（登り３時間、下り２時間）、小田越えコース（登り２時間半、下り１時間半） 
＜携帯トイレブースの設置箇所＞ 

・山頂のトイレ１ヶ所を携帯トイレブースとして使用。 
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（２）利尻山＜利尻礼文サロベツ国立公園＞ 
・利尻山では、登山者の増加に伴いゴミや野外排泄が目立つようになり、平成 11年、利尻富士町

がバイオトイレの設置を計画した。しかし、補助金制度の申請が不採択となり携帯トイレ導入

の取組が始まった。 

・取組開始当初、利尻町、利尻富士町は携帯トイレを無償配布し（年１万個）利用者への普及を

図った。 

・その後携帯トイレブースの整備が進み、平成 17年「利尻山登山道等維持管理連絡協議会」が発

足後、平成 18年にはこれまで無料で配布していた携帯トイレを有料化した。 

・利尻島は離島であるため、利用者の来島ルートを限定しやすく、情報提供を図りやすかった点、

携帯トイレの無料配布により登山者の間でも「利尻山は携帯トイレの山」ということが周知さ

れ、全国的にも良く知られることにつながった。 

・麓の民宿では、宿泊客に携帯トイレの利用についての説明を行うと同時に携帯トイレを販売し

ている（１個 400円）。また、コンビニエンスストアでも携帯トイレの購入が可能となっている。 

・利尻山で携帯トイレが定着した背景には、情報提供、携帯トイレの販売、回収などの取組に地

元が一体となった協力していることがある。 
 
＜利尻山の登山コース＞ 

・鴛泊コース、沓形コース（登り６時間、下り５時間程度） 
＜携帯トイレブースの設置箇所＞ 

・鴛泊コース３ヶ所、沓形コース２ヶ所 
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